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The possibility of simultaneous polygamous mating in the ice goby Leucopsarion 44 
petersii males was examined to estimate stock size with greater accuracy. In the field 45 
investigation, the number of males caught under the spawning nest was equal to or 46 
larger than the number of clutches attached under the nest, except one case. In the 47 
aquarium experiment, nesting males mated with only a single female at a time even 48 
when several females were available. These results suggested that ice goby males were 49 
unlikely to adopt simultaneous polygamous mating. 50 
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る卵塊数とその巣の下に定位する雄の数の関係を調べた。調査は 2012 年 4月 683 
日と 20日の干潮時に、長崎県北松浦郡佐々町の佐々川の佐々橋周辺（北緯 3384 
度 24分、東経 129度 65分）で行った。岩の下の雄を確実に捕獲するために、85 
止水域あるいは流れがごく緩やかな水深 5〜20 cm の水域を調査場所とした。ま86 
ず、河床の底質に半分ほど埋まった岩（直径約 15〜30cm）をランダムに選び、87 











 水槽実験 雄が同時に複数の雌と繁殖するかを検証するために 2012 年 3月 998 
日から 5月 4日まで水槽実験を行った。実験に用いた供試魚は 2012年 3月上旬99 
に佐々川の佐々橋周辺で四つ手網により漁獲されたもので、3月 7日に長崎大学100 
水産学部の研究室のストック水槽（ガラス水槽：60 x 30 x 30 cm；水深 20cm）101 
に移し、実験開始まで飼育した。実験は 12基の実験水槽（ガラス水槽：45 x 30 102 
x 30 cm；水深 20cm）で行った。各実験水槽には、佐々川の産卵場所から採取し103 










雄 1個体（平均全長 ± 標準偏差=39.1 ± 0.9 mm, 範囲=37.0〜40.0 mm, n=12）と113 





 野外調査 各岩の下から卵塊は 0〜5個、雄は 1〜5個体、雌は 0〜3 個体が確119 
認された。雌は 49例中 15例で確認され、そのうち 1例は産卵期末期の 4月 20120 
日に、残りは全て 4月 6日に確認された。1例を除いて全て卵塊数と同じかそれ121 
よりも多くの雄が確認された（Fig. 1）。卵塊数よりも多く雄が確認された 15例122 
のうち 8例では岩の下から同時に雌が 1〜2個体確認されており、さらにそのう123 
ちの 6例ではそれらの雌は成熟卵を多数持つ腹部の大きな雌であった（残り 2124 
例は未確認）。卵塊と雄が同数確認された 34例のうち、同時に腹部の膨満した125 
雌 1〜2個体が 7例で確認された。 126 
 127 
 水槽実験 実験に用いた 12個体の全ての雄が実験終了までに繁殖した。雄は128 
Fig.1 
 8 
実験開始から 1〜12日（平均日数 ± 標準偏差=4.0 ± 3.5 日, n=12）後に、産卵巣129 
として与えた岩の下の砂を掘り出す営巣行動を開始した。雄の求愛行動は観察130 
していないが、営巣開始後 0〜11日（3.4 ± 3.9 日）で 1個体の雌が水槽内で観察131 
されなくなったことから、雄の巣内に入ったと考えられた。その雌は入巣して132 




再出現から 0〜12日（5.2 ± 4.1日）後に死亡、もしくは水底に横たわるなど著し137 
く疲弊していたため水槽から取りあげた。産卵の有無を確認するために、飼育138 
水温から推定される孵化日 4)の 1〜2日前（雌再出現後 10〜14日）に、産卵巣の139 
岩を水槽から取りあげたところ、全ての水槽で岩の底面に孵化直前の発眼卵が140 
ひとかたまりになって付着しており、岩の下で卵保護をしていたと思われる雄141 
が確認された。雄は雌が巣に侵入した後は巣の外で 1度も確認されなかった。 142 
 巣に侵入して産卵したと考えられる雌が再出現するまでの間に、他の 2雌の143 
いずれかが水槽内で確認されなくなることが 3水槽で計 4回（1-3日間）あった。144 
これらの雌は産卵巣の岩の下に侵入していたと考えられる。さらに、産卵を終145 
えた雌が再出現してから産卵確認のために巣を取りあげるまでの間にも同様に146 
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Figure legend 248 
249 
Fig. 1. Relationship between number of clutches and males observed under spawning 250 
nests. The size of the symbols and numbers beside the symbols represent the sample 251 
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